
今月の表紙〈車錨瞳三氏蔵書より〉

表紙デザイン.立川l悦夫

Paul Letarouilly著
『ヴァチカン宮殿およびサン・

建築と社会 1蜘圃圃圃1叩9引…1
ピエトロ大聖品

ARCHITECTURE AND SOCIETY 
JOURNAL OF THE ARCHITECTURAL A$SOClATlQN  Of JAPAN 

ローマ教皇ニコラウスli.1止の
残したゥγチカン宮殿は、幾
多の妥支Eを経て、クレメンス
八|止の11寺代に:IQ;(fの青列犬で完

成した。その後ベノレニーニに

よる大防段スカラ ・レジアの

完成により、サン ・ヒ。エト ロ

メ嘩~と扱私されたのである。
このスカラ ・レシアは、バロ

ック建築の幻視3脳ミを示す好
仰!として{-¥';;去される。

本::;1:;は、ヴァチカン宮殿とサ

ン ・ ピエトロチミ聖堂を3司~t . 
報告した凶版集である。 l}-J

号の凶は、 このサン ・ピエト

ロチ嘩:Jli:の図版てある。

・特集予告

2月号/大阪府住宅供給公社

30周年

3月号/東海支部(仮称)

C臨

特集・ 阪神大震災から学ぶ-21世紀へのメッセージ
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阪神11¥1の新しL'MTIi文化へのJむliY・多国道太郎 38 
阪や1'11:)の同級住宅地としての成り立ち・坂本勝比古 40 
阪神大災災後ril心、ili¥び」はどう変わったか?・森下佳子 44 
iぷ災医療f判i品vJの引JJ);か句の判tf?一病院機能復旧へのうす)Jと地域医療の沫J也・金守良一-46
j盛期t所の形成から解げiまでのドキュメント・吉村英祐 48 
スポーツをとおした災'，1::に強L、行11市づくり・加醸 寛 52 

阪神大以災と，(.1'.11外|同人一μ災11キにおけるニューカマーとオーノレドカマーの行動の比較を
とおして・雀 孝行 54 
1刻求人ー長災、片時の「娃築t1J会」から
1街路の機築t惨'，1~:の緩和w建築UI 会」ん七 1 3年9 JI り.jlJ，隙より) ・ 関 一 一一一一一-56

2. iぷ災対策を与λる ，Ji長の担tF;かL，- ・岡本宏行 58 
3 1則米大災災吋11.]のrill築と社会」折〉tんで 60 
「防災J栂村宏尚;r建築J 山本 匡;r住宅」小梶音隆;r構造J長瀬正;r設備」図/畑好幸

「施工J有光幸'];台

4合同分科会制集委.W+談会阪和l'大以災か時ぷー211!土紀へのメッセージ一一一一-66 
吉村英祐・田中直人・締村宏尚・山本 匡・小梶音隆・長瀬 正・回/畑好章・西岡道雄・有光利，古

諸戸精文邸と六華苑を訪ねる.ホテルシーガルてんtI'ーざん大阪見学会.
話題建築を聞く24・大阪府立看護大学 山下弘氏に聞く.
スライド・レクチャー4・西地中海の建築.
30's EYE 16・弁野瀬久美恵「回図書日市神話J.
スライド・レクチャー5・西欧の修道院建築
定時評議員会書面表決報告
'95-'96年版日本建築協会会員名簿頒布お知らせ
『建築設計者のための設備知識』第2刷を刊行.
創立80周年に向けて会員増強についてお願い

年頭のことば 1996年 を迎 えて ・市川 宏 3 

本年の抱負 常設委員会 ・荒井清・多井幸男・片倉健雄 ・山田修・和田克朗 6 

作品作風・新建築北九 州 市大手 町ピノレ 8 

西宮、仁川 の家

松蔭中学校・高等学校体育館

兵庫県立夢野台高等学校校舎第1期
松下電器産業株式会社九州、|マルチメテYアセンタ一
月光匿|鴻!腕館"

-0、&.
:z:;:ロ

gallery ).ム厄の家(設?I':i也川抑 信)・小野正人 24 

デザインコンクール 第41回工市生デザインコンクーノレ(テーマ:公園に隣接して縫っ公民館) 26 

Sketch Book 最近竣工した新建築作品10i，'X 30 

ブrックステーション 短評4題 ・伊務郁郎・稲木裕子 32 

GBRCニュース ノースリッシの教訓一米鋼構造地以後対策調査報竹

新建材紹介コーナー スーパーグラサポ(樹木地下型11設~I 支柱) ・松本章

33 

建築の眼 フィレンツェにて l・鈴木良介.震前震後・垂水英司.
持続と崩壊・瀬戸本i享.品質管理から信頼性管理への展開・田中正司

第61旦lインテリア学会大会 ・渡i釜秀俊

サスペンション11史桃jiEの設計一熊本県民総合運動公民|陸上競技場・原 克己

大阪駅前ダイヤモンド地下街のげiIUj・防災システム ・伊元 惇 ・八木保夫

関西パブリックアート・フォーラム セミナー「環境と建築を考えるJ
医療福祉建築、海外視察報告.ベi人口ノTートソン、ロジャース講演.
「錦地・中国庭園のデザイン展J. 大阪府営住宅設計競技. エス・パイ・エル住宅設計コンペ.
国際学生照明デザインコンペ "ROOTS.展. ドイツで「セヒ'ットホーム'96J

「|阪神・淡路大iぷ災における建築外装材の検証」実施報告 ・宮内 宏

王ドJ&7壬ドUrJ分
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